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ぅが
券ち
の州 )フ
しツワ

一
人
ひ
と
り

つ
た

五

と
同
じ
味

第
１３
回
ち
っ
ご
ス
ポ
ー

エ
ス
テ
イ
バ
ル

（成
績
発
表
）

ち

っ
ど
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

「
第

・３
回
ち

っ
ご
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
市
内
・３
カ
所
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

雨
天
な
ど
で
延
期
さ
れ
た
競
技
も
あ
り
、
・０
月
７
日
～
９
日
、
・５
日
、
２２
日

と
５
日
間
に
も
わ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
延
べ
２
、
フ

５
１
人
の
み
な
さ
ん
が
参
加
、
１４
競
技
に
市
民
万
歩
大
会
や
健
康
体
操

・
踊
り

を
加
え
た
・８
種
目
で
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
負
け
じ
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

1

十
`|. 
｀■二

▲陸上競技大会    ▲グラウンドゴルフ大会 ▲総合開会式 (選手宣誓 )

☆

陸
上
競
技
大
会

（１０
月
７
日
、
羽
犬

塚
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【１
０
０
房
小
学
３
年
男
子
】
①
田
中

亮

（熊
野
）
②
平
田
章
典

（高
江
）
③

藤
本
大
地

（羽
犬
塚
）

【同
女
子
】
①

蒲
池
ひ
か
る

（赤
坂
）
②
永
松
千
里

（前

津
）
③
野
田
倫
未

（藤
島
）
【同
小
学

４
年
男
子
〕
①
田
中

一
輝

（徳
久
）
②

中
村
徹

（赤
坂
）
③
前
間
隼
人

金
削
津
）

【同
女
子
〕
①
原
口
瑠

（久
富
６
）
②

萩
尾
美
咲

（鶴
田
）
③
原
加
奈
美

（赤

坂
）

【同
５
年
男
子
〕
①
小
田
宗

一
郎

（高
江
）
②
長
野
良
哉

（長
浜
）
③
松

永
達
朗

（古
島
）

一同
女
子
】
①
平
悠

美

（中
折
地
）
②
田
中
智
佳

（久
富
７
）

③
江
崎
夕
貴

（折
地
）
【同
６
年
男
子
〕

①
鶴
善
行

（山
ノ
井
中
）
②
矢
加
部
卓

（徳
久
）
③
塚
本
晃
弘

（中
牟
田
）
〔同

女
子
】
①
田
熊
美
和

（上
北
島
）
②
城

崎
広
枝

（上
原
々
第
二
）
③
溝
口
ゆ
か

り

（久
恵
）
【同
中
学
生
男
子
〕
①
松

熊
雄
助

（尾
島
）
②
久
保
寛
毅

（鶴
田
）

③
矢
加
部
邦
彦

（赤
坂
）

【同
女
子
〕

①
天
ヶ
瀬
由
貴

（長
浜
）
②
横
溝
琴
堅

（溝
口
町
）
③
池
田
愛

（久
富
）

【
８

０
０
房
小
学
３
年
男
子
】
①
里
村
優
友

（大
和
）
②
江
崎
正
雄

（折
地
）
③
平

田
友
祐

（熊
野
）

【同
女
子
】
①
中
富

真
美

（井
田
下
）
【同
４
年
男
子
】
①

田
中

一
輝

（徳
久
）
②
塚
本
和
弘

（中

牟
田
）
③
塚
本
慎
太
郎

（中
牟
田
）
｛同

女
子
】
①
平
加
奈
子

（中
折
地
）
②
下

川
祐
佳

（井
上
）
③
萩
尾
美
咲

（鶴
田
）

【同
５
年
男
子
〕
①
調
隆
寿

（熊
野
）

②
香
月
隼

（長
浜
）
③
松
永
達
朗

（古

島
）
【同
女
子
〕
①
下
川
有
紀

（中
折

地
）
②
江
崎
夕
貴

（折
地
）
③
松
本
美

香

（志
）

【同
６
年
男
子
〕
①
野
田
正

貴

（大
和
）
②
田
中
良
明

（久
恵
）
③

中
富
久
勝

（井
田
下
）

【同
女
子
〕
①

板
橋
瞳

（前
津
）
②
馬
場
智
子

（志
）

③
平
川
妹

（溝
口
町
）

【１
５
０
０
房

一
般
男
子
〕
①
山
口
哲
平

（赤
坂
）
②

中
富
英
之

（井
田
下
）
③
城
崎
大
輝

（長

崎
）

【
子
ど
も
会
対
抗
リ

レ
ー
男
子
〕

①
長
浜
②
前
津
③
久
富
８

〔同
女
子
〕

①
赤
坂
②
中
折
地
③
溝
口
町

【４
０
０

房
リ
レ
ー

一
般
男
子
〕
①
筑
後
中
学
校

②
筑
後
北
中
学
校
③
羽
犬
塚
中
学
校

【同

女
子
〕
①
筑
後
北
中
学
校
②
筑
後
中
学

校
③
羽
犬
塚
中
学
校

☆

子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き
大
会

（１０
月

７
日
、
羽
犬
塚
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
井
田
下
②
久
富
６
③
長
浜
、
長
浜

☆

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（１。
月
８
日

・

２２
日
、
縦
ヵ
殿
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
松
原
②
水
田
③
西
牟
田
、
羽
犬
塚
南

☆

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（１０
月
８

日
、
羽
犬
塚
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
中
村
シ
ゾ
ミ

（赤
坂
）
②
角
道
夫

（二

本
松
）
③
今
村
久
蔵

（尾
島
）

☆

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（１０
月

８
日
、
筑
後
小
学
校
体
育
館
）

①
レ
イ
ア
ー
ス

（上
町
）
②
Ｍ
Ａ
Ｘ

（鷲

寺
）
③
フ
イ
フ
イ
ク
ラ
ブ

（瀬
高
町
）

▲☆
テ
ニ
ス
大
会

（１０
月
８
日

・
９
日
、

水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

【ダ
ブ
ル
ス

一
般
】
①
真
鍋
信

一

（前

津
）
下
川
修

（三
瀦
町
）
組
②
中
尾
登

美
子

（久
富
）
弥
永
貴
宏

（下
北
島
）

組
③
立
石
礼
子

（常
用
）
鶴
田
多
喜
男

（羽
犬
塚
）
組

【同
シ
エ
ア
】
①
中
島

斗

!`:,|

(2)



▲弓道大会

▲卓球大会

校区別メダル?獲得数
シドニー五輪にちなみ、1位 =金、2位=銀、3位=
鋼として集計してみました。深い意味はありません。

校 区 0録 ⑪ 計
羽犬塚

松 原
筑後北

その他

市 外

10 24

20

12

13

11

11

14

12

8

12

6

８

３

３

３

５

６

４

０

６

２

８

８

６

５

５

５

３

３

２

２

１

後

妻

田

洗

川

田

島

川

牟

筑

下

西

水

古

水

古

二

６

４

３

５

３

１

５

５

６

４

３

16   16   14   46

k,
▲ソフトボール大会  ▲少年剣遭大会

※個人戦とダブルス戦は1人 1個のメグルとして

集計、団体戦は1組 1個 として集計しています。中

学校チームや高校生、全市から集まったチームなど

は「その他・市外」としています。ご了承ください。

チ

・ブ

久
輔

（藤
島
）
下
川
政
記

（下
北
島
）

組
②
山
下
久
栄

（若
菜
）
入
部
正
彦

（上

北
島
）
組
③
中
島
貞
行

（西
牟
田
町
）

福
富
度
治

（船
小
屋
）
組

☆

少
年
剣
道
大
会

（１０
月
８
日
、
古
島

小
学
校
体
育
館
）

【小
学
生
団
体
低
学
年
〕
①
古
川
Ａ
②

下
妻
Ａ
③
羽
犬
塚
Ａ
、
羽
犬
塚
Ｂ

【同

高
学
年
〕
①
古
川
Ａ
②
筑
後
北
Ａ
③
古

島
Ａ
、
二
川

｛中
学
生
個
人
男
子
〕
①

下
川
隆
央

（筑
後
中
）
②
一来
原
尚
輝

（筑

後
中
）
③
富
永
祐
二
郎

（筑
後
北
中
）

松
永
健
史

（筑
後
中
）

【同
女
子
〕
①

徳
永
聖
子

（筑
後
中
）
②
馬
場
菜
美
子

（羽
犬
塚
中
）
③
古
賀
梨
紗
子

（筑
後

中
）
野
口
愛

（筑
後
中
）

▲育
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（１０

月
８
日
、
羽
犬
塚

・
松
原
小
学
校
体
育

館
）【低

学
年
一
①
松
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
②

水
洗
ジ

ュ
ニ
ア

【高
学
年
〕
①
筑
後
小

ジ

ュ
ニ
ア
②
水
洗
ジ

ュ
ニ
ア
③
松
原
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ

☆

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（１０
月
８
日
、

羽
犬
塚
中
学
校
体
育
館
）

【男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
】
①
一角
河
政
彦

（大

牟
田
市
）
諸
藤
敏
夫

（三
橋
町
）
組
②

中
嶋
勝

（八
女
市
）
柿
原
辰
繁

（大
牟

田
市
）
組
③
鹿
田
智
弘

（広
川
町
）
橋

爪
忠

（八
女
市
）
組

【同
Ｂ
】
①
山
田

博
典

（柳
川
市
）
江
頭
健
次

（大
川
市
）

組
②
高
丘
欣
生

（徳
久
）
森
山
茂

（三

瀦
町
）
組
③
村
井
秀
信

（瀬
高
町
）
板

橋
広
幸

（山
川
町
）
組

【同
Ｃ
〕
①
井

上
伸

一

（八
女
市
）
井
上
睦
子

（同
）

組
②
中
村
好
文

（同
）
小
澤
健

（同
）

組
③
膳
所
丈
晴

（久
留
米
市
）
上
野
敏

王

（同
）
組

【女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
〕
①

石
貫
美
穂

（流
）
竹
田
真
巳

（長
浜
）

組
②
平
田
悦
子

（三
洛
町
）
西
村
妙
子

（久
留
米
市
）
組
③
菊
地
和
子

（流
）

山
田
清
子

（柳
川
市
）
組

〔同
Ｂ
】
①

井
植
政
子

（寛
元
寺
）
柳
千
鶴
子

（久

留
米
市
）
組
②
高
原
純
子

（八
女
市
）

牛
原
尚
子

（三
瀦
町
）
組
③
川
島
千
代

子

（八
女
市
）
山
口
幸
子

（同
）
組

【同

Ｃ
〕
①
近
藤
初
代

（尾
島
）
岡
景
子

（久

留
米
市
）
組
②
宮
之
脇
高
里
子

（寛
元

寺
）
井
上
佳
代
子

（小
郡
市
）
組
③
村

上
幸
司

（津
島
東
）
村
上
ち
さ
子

（同
）

組☆

卓
球
大
会

（１０
月
８
日
、
窓
ケ
原
体

育
館
）

【中
学
生
個
人
男
子
】
①
吉
川
大
輔

（筑

後
北
中
）
②
菊
池
悠
意

（筑
後
中
）
③

渡
辺
達
也

（筑
後
北
中
）

【同
ダ
ブ
ル

ス
〕
①
森
松
万
起
男

・
吉
川
大
輔
組

（筑

後
北
中
）
②
一卜
川
航

。
下
川
大
輔
組

（筑

後
中
）
③
渡
辺
達
也

・
堤
俊
之
組

（筑

後
北
中
）

〓

般
個
人
男
子
】
①
松
尾

博
文

（上
原
々
北
）
②
中
園
達
也

（熊

野
）
③
出
雲
秀
明

（大
牟
田
市
）

【同

女
子
〕
①
小
濱
つ
る
代

（赤
坂
）
②
下

川
保
実

（鶴
田
）
③
松
竹

ハ
ツ
子

（前

じ

0

津
）
【混
合
ダ
ブ
ル
ス
】
①
長
野
秀
文

（徳
久
）
小
濱

つ
る
代

（赤
坂
）
組
②

樋
口
義
賞

（長
浜
）
佐
藤
桂
子

（同
）

組
③
平
川
信
雄

（
一
条
）
中
村
明
子

（上

原
々
北
）
組
、
出
雲
秀
明

（大
牟
田
市
）

坂
田
美
佳

（瀬
高
町
）
組

☆

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（１。
月
９
日
、

窓
ケ
原
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

☆

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（１０
月
９
日
、

羽
犬
塚
小

・
筑
後
北
中
学
校
体
育
館
）

【男
子
】
①
ウ
イ
ン
ズ
②
筑
後
市
役
所

【女
子
１
組
〕
①
筑
後
ク
ラ
ブ
②
筑
後

市
役
所
③
羽
犬
塚

【同
２
組
】
①
ぽ
て

と
②
前
津
③
西
牟
田
フ
レ
ン
ズ

一男
女

混
合
〕
①
西
牟
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
②
ラ

ビ
ッ
ト
③
西
牟
田
イ
ー
グ
ル
ス

☆

弓
道
大
会

（１。
月
９
日
、
水
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

【高
校
生
男
子
】
①
深
町
康
治

（八
女

高
）
②
江
口
洋
真

（八
女
工
）
③
中
野

祐
貴

（同
）
【同
女
子
】
①
原
理
恵

（八

女
高
）
②
島
典
子

（同
）
③
萩
尾
あ
ゆ

み

（八
女
農
）

〓

般
男
子
】
①
森
田

信
利

（中
折
地
）
②
林
慎
悟

（上
北
島
）

③
吉
武
和
浩

（長
浜
）

【同
女
子
〕
①

平
繁
子

（馬
間
田
北
）
②
近
藤
映
子

（尾

島
）
③
馬
場
律
子

（志
）

☆

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

（１０
月
１５
日
、

窓
ケ
原
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
水
洗
少
年
サ
ッ
カ
ｌ
②
筑
後
北
少
年

サ
ッ
カ
ｌ
③
松
原
サ
ン
ト
ス

(3)
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矛

跡で国内最古の「溜井」発見

津
島
地
区
に
あ
る
津
島
九
反
坪
遺
跡
で
、
こ
の
ほ
ど
地
面
を
掘

っ
て
わ
き
水

を
た
め
る
施
設

「溜
井
」
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の

「
溜
井
」
は
、
弥
生
時
代
の
前
期
中
ご
ろ

（紀
元
前
２
世
紀
）
に
つ
く

ら
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
水
田
用
の
水
源
と
み
ら
れ
、
最
も
古

い
と
さ
れ
て
い

る
比
恵
遺
跡

（福
岡
市
）
の
溜
井
を
５。
～
１
０
０
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
国
内
最

古
の
も
の
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は

「
稲
作
が
日
本
に
伝
わ
り
、
各
地

へ
広
が

っ
て
い
っ
た

時
期
の
も
の
。
当
時
、
低
平
地
で
ど
う
や

っ
て
水
を
確
保

・
利
用
し
て
い
た
の

か
全
容
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
が
今
回
明
ら
か

に
な

っ
た
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

４エ
ギ

一
／

,「

○

だ
―
い
好
き
な
絵
で
輝
こ
う

第
１
回
筑
後
市
ジ

ュ
ニ
ア
美
術
展

↑
へ
〔

ａ

６
も

彰

絵
を
描
く

こ
と
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち

に
個
性
や
創
造
性
を
仲
ば
し
て
い
っ

て
も
ら
お
う
と
、
教
育
委
員
会

で
は
実

行
委
員
会
を

つ
く
り

「第
１
回
筑
後
市

ジ

ュ
ニ
ア
美
術
展
」
を
開
き
ま
す
。

小

。
中
学
生

の
み
な
さ
ん

の
力
作
を

待

っ
て
い
ま
す
。

圏
応
募
方
法
な
ど

〔資
格
〕
筑
後
市
と
八
女
市

・
八
女
郡

に
住
ん
で
い
る
小

・
中
学
生

（テ
ー

マ
〕
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由

に
描

い
て
く
だ
さ

い

（作
『
巴

ク

レ
ヨ
ン
、
ク

レ
パ
ス
、
水

彩
な
ど
を
使

っ
て
自
由

に
描

い
て
く
だ

さ

い
。
た
だ
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
ぬ
り
え
、

マ
ン
ガ
で
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

※
ほ
か
の
美
術
展
な
ど

に
発
表
し
て
い

な

い
、
出
品
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り

ま
す（サ

イ
ズ
〕
市
販
の
四

つ
切
り
画
用
紙

（３８
■

×
５３
■
）
を
使

っ
て
く
だ
さ

い

〔申
込
み
）
作
品
に
出
品
申
込
書

⌒必

要
事
項
を
書

い
て
く
だ
さ

い
）
を
添
え

て
‐２
月

２３
日
例

～
来

年

１
月

Ｈ
日
い

(4)
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弥生人「
一，

一

摩
ｒ

Ｊ
Ｆ

う

津島九反坪遺
:=ど翻

▲津島九反坪遺跡で見つかつた弥生時代前期の上器類

津
島
九
反
坪
遺
跡

で
は
、
２

つ
の
沼

井
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

東
側

の
溜
井
は
、
全
体

の
２
分

の
１

か
ら

３
分

の
１

に
あ

た

る
東

西
約

２。

房
、
南
北
約
５
房
、
深
さ
約
８。
尭
ン
の
底

が
平
ら
な
逆
台
形
。
出
土
し
た
土
器
か

ら
、
弥
生
時
代
前
期
中

ご
ろ
か
ら
中
期

中

ご
ろ

⌒紀
元
前
１
世
紀
）
ま

で
使
わ

れ

て
い
た
と
み
て
い
ま
す
。
西
側

の
沼

井
は
、
全
体

の
２
分

の
１
に
あ
た
る
東

西
約
１。
房
、
南
北
約
５
房
、
深
さ
１

・

１
房

の
同
じ
く
逆
台
形

で
、
出
土
し
た

上
器
か
ら
弥
生
時
代
中
期
後
半

（１
世

紀
）
か
ら
古
墳
時
代

（６
世
紀
）
ま
で

使
わ
れ

て

い
た
も

の
と
み
て

い
ま
す
。

両
沼
井
か
ら
は
、
現
在
も
毎
分
約
２。
川

の
水
が
底
全
面
か
ら
わ
き
出
し
て
い
ま

す
。

同
遺
跡
か
ら
は
両
溜
井
を

つ
な

い
で

西

へ
と
延
び
る
幅
約
４。
を
、
深
さ
約
３。

■

の
清
も
見

つ
か

っ
て
い
て
、
教
育
委

員
会

で
は

「地
下
水
が
わ
き
、
沼
井
が

満
水

に
な
る
と
そ

の
溝
を
通

っ
て
水
が

水
田
ま

で
運
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
弥

生
時
代
前
期

の
集
落
と
し
て
確
認
し
て

い
る
最
も
近

い
も

の
は
常
用
長
田
遺
跡

で
、
北
側

に
約
８
０
０
肝
も
離
れ

て
い

る
た
め
集
落

の
生
活
用
水
と
は
考
え

に

く

い
。
し
か
し
、
弥
生
時
代
後
期

の
集

落
跡
を
津
島
九
反
坪
遺
跡

で
発
見
し
て

い
る
の
で
、

こ
の
時
期

に
は
生
活
用
水

と
し
て
も
使
わ
れ
た
可
能
性

が
あ

る
」

と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
、
貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
が
発
見

さ
れ
た
津
島
九
反
坪
遺
跡
。
発
掘
調
査

は
Ｈ
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（必
着
）

に
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

「ジ

ュ

ニ
ア
美
術
展
」
係

（
〒
８３３

‐
Ｏ
０
４
７

大
字
若
菜
１
１
０
４
）

ヘ

※
郵
送

の
場
合
は
、
作
品

に
折
り
日
が

付

か
な

い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ

い
。

直
接
持

っ
て
来
る
人
は
、
休
館
日
以
外

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
お
願

い
し

ま
す

囮
審
査

市
美
術
協
会
理
事

（絵
画
部
門
）
が

担
当
し
ま
す

日
表
彰

（賞
〕
大
賞

Ｈ
ｌ
点
、
筑
後

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
賞

＝
１
点
、
金
賞

・
銀
賞

・

鋼
賞

＝
各
３
点

共
小
学

１
～
３
年
生
、

同
４
～
６
年
生
、
中
学
生
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１
点
ず

つ
）
、
西
日
本
新
聞
社
賞

・

「け
）
朝
日
新
聞
社
賞

・
読
売
新
聞
社
賞

。
毎

υ

日
新
聞
社
賞
Ｈ
各
１
点

〔発
表
〕
入
賞
者
へ
直
接
通
知
し
ま
す

（来
年
１
月
下
旬
を
予
定
）

〔表
彰
式
）
来
年
１
月
２７
日
⑭
午
前
１０

時
～
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
開
き
ま
す
。

入
賞
者
に
は
賞
状
、
副
賞
、
図
書
券
を

贈
り
ま
す

※
入
賞
者
は

『広
報
ち
く
ご
』
な
ど
で

紹
介
す
る
ほ
か
、
優
秀
作
品
を
来
年
１

月
１８
日
～
‐９
日
、
博
多
駅
コ
ン
コ
ー
ス

で
開
か
れ
る
物
産
展
で
展
示
し
ま
す

囲
作
品
展

（入
賞

・
優
秀
作
品
）

〔と
き
〕
来
年
１
月
２７
日
①
～
２
月
４

日
動〔と

こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

圏
問
合
せ

社
会
教
育
課
文
化
係

（盆
０
４
１
１

１
内
線
４
３
３
）

へ

ヽ

〕

プ

ツ

(5)

ちつご文化人たちの
6み
のり"

第37回市民文化祭

ふれあい広場

茶  会
(江戸千家)

サンコア 1階

サンコア 2階

サンコア 3階

市文化連盟 (近本喜績会長、72団体)に加入し

ている人や連合婦人会の会員、高齢者大学生など

に日ごろの活動の成果を発表してもらおうと、教

育委員会では「第37回市民文化祭」を開きます。

市民文化・芸術を引つ張るみなさんの作品が会

場いつぱいに展示され、また技が披露されます。

芸術の秋です。身近な芸術に触れ、心豊かなひ

とときを過ごしてみてはいかがでしょうか。きつ

と自分の中にある創作意欲などがわいてくること

でしょう。

回とき H月 10日④～12日 (日 )

※茶会は12日 (日 )のみです

圃ところ サンコア (上図を参照)
日問合せ 社会教育課文化係 (a58-4111
内線483)へ

講習室 1

茶 会
(奥 千家 )

講習室2

茶   会
(奥千家)

図 替 室

W C

陶芸層十
晨
聴
真
取
写
曝

華  層
(考 L生派)

ロピー

可よ務
‐
て

1'務室

鷲F旬:ぼ)と lc
会議室

婦人会

作 品層

層
加
華
馳

寒蘭晨
十筑後tⅥ班女子会,

i脅留室 6 討lW室 6

ロビー

(筑後荀ll年援夕r会 )

W C

瓢 箪 忌

任′とf動室

高齢者六学水墨画書道晨

絵 画 腰
(グルーブ折をトロワホワイト|

善 道 医
(文化連‖1ド ,と訂η



布
回
の
洗
濯

深
町
智
波
さ
ん

（高
江
、
７。
歳
）

今
か
ら
五
十
五
年
前
の
事
。
年
に

一

度
の
布
団
の
洗
濯
を
す
る
の
は
、
母
親

の
仕
事
で
し
た
。
忙
し
い
合
間
の
天
気

の
い
い
日
を
選
ん
で
、
縫
い
目
を
ほ
ど

い
て
布
を
は
が
し
て
洗
濯
。
布
の
不
足

す
る
時
代
で
、
破
れ
を
繕
う
の
が
大
変

で
し
た
。

濃
い
目
の
糊
を
し
み
込
ま
せ
て
綿
を

入
れ
ま
す
。
， ∝
の
時
が
私
の
出
番
で
す
。

敷
布
団
の
隅
こ
隅
を
両
手
で
挟
ん
で
ゆ

す
る
よ
う
に
し
て
副

っ
張
る
の
で
す
。

す
る
こ
不
思
議
。
布
こ
綿
が
な
じ
ん
で

き
れ
い
匠
納
ま
り
ま
す
。

美
天
下
匡
干
し
て
乾
か
し
、
ダ
万
取

り
込
ぬ
の
で
す
が
、
そ
の
時

つ
い
で
匠

大
の
字
睦
な

っ
て
寝
こ
ろ
ん
で
み
ま
し

た
。
『
あ
―
最
高

の
心
地
よ
さ
』
。
こ

の
感
激
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
今

ち
ょ
う
ど
布
団
の
洗
濯
の
ン
ー
ズ

ン
。

そ
こ
で
今
年
は
そ
の
再
現
を
し
ま
し
た
。

や

っ
ば
り
あ
の
感
触
は
思
い
通
り
で
し

た
。今

や
便
利
す
ぎ

の
生
活
。
綿

の
布
団

は
あ
ち
こ
ち
睦
捨

て
て
あ
り
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
あ

の
感
激
も
捨

て
て
し

ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ

は
布
団
に
限

っ
た

こ
と
で
は
な
さ
そ
う

と
思
う
の
は
私
だ
け

で
し
よ
う
か
。

の
駄
手
と
し
て
参
加
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
は
＼
砲
兵
の
本
科
組
が
負
け
知
ら
ず

で
勝

っ
て
い
た
こ
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

私
は
、
な
ぜ
い
つ
も
負
け
る
の
が
と

考
え
、
馬
の
動
作
を
す
れ
ば
勝

つ
の
で

は
な
い
か
と
思

っ
た
。
馬
は
、
長
年
培

わ
れ
た
駄
馬
兵
の
動
き
に
応
じ
て
動
＜

も
の
で
あ
る
。
私
は
同
債
の
駄
馬
持
ち

兵
に
言

っ
た
。
「
乗
せ
る
時
に
は
馬
を

一
歩
後
ろ
へ
、
降
ろ
す
時
に
は

一
歩
前

へ
動
か
せ
ば
必
ず
勝

つ
」
と
。
競
争
が

始
ま
る
こ

一
秒
差

で
勝

っ
た
。

二
圃
＼

三
圃
と
繰
り
返
す
も
同
じ
で
、
私
た
ち

の
勝
利
と
な

っ
た
。
講
評
の
中
で
教
官

が
＼
馬
の
操
作
を
教
え
た
の
は
だ
れ
か

と
間
わ
れ
た
。
さ
す
が
に
教
官
だ
け
は

見
抜
い
て
あ
ら
れ
、
中
尾
睦
負
け
た
こ

申
さ
れ
た
。

こ
の
時
私
は
、
口

つ
、

カ
チ
　
マ
ケ

勝

負

中
尾
保
徳
さ
ん

（
二
本
松
、
８９
歳
）

昭
和
七
年
、
私
は
台
遭
山
砲
兵
大
隊

の
観
測
通
信
兵
の
初
年
兵
で
あ

っ
た
。

五
月
の
あ
る
日
＼
隊
の
中
で
、
砲
車
を

分
解
し
て
駄
馬
に
乗
せ
、
そ
れ
を
降
ろ

し
て
組
み
立
て
て
、
再
び
分
解
し
て
駄

馬
睦
積
益
と
い
う
競
争
が
あ

っ
た
。
私

も
観
測
通
信
兵
の
中
つ
ら
駄
馬
二
頭
目

軍
人
は
要
領
を
本
介
こ
す
べ
し
』
の
言

葉
を
な
み
し
め
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
良
い
事
ば
か
り
は
続
０
な

い
も
の
。
そ
れ
か
ら

一
カ
月
も
し
な
い

日
の
訓
練
の
折
＼
大
休
止
時
に
馬
の
外

け
手
綱
を
外
サ
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
を
教
官
匡
見
つ
け
ら
れ
、
大
隊
長

以
下
十

一
署
の
藩
校
の
面
前
で

「
中
尾

は
隊

一
番
の
頭
で

一
番
の
横
着
者
」
と

言
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。

観
測
通
信
兵
か
ら
は
、
為
期
時
に
上

等
兵
匠
な
る
者
が
必
ず
出
る
の
で
、
祗

も
望
み
を
持

っ
て
い
た
が
、
こ
の

一
件

で
キ
ツ
パ
リ
あ
き
ら
め
た
。
『
出
る
釘

は
打
た
れ
る
』
。
こ
の
言
葉
を
か
み
し

め
て
十

一
月
二
十
日
に
除
隊
し
た
。

犬
の
散
歩

城
崎
ア
ツ
子
さ
ん

（尾
島
、
“
歳
）

私
は
近
ご
ろ
太
り
過
ぎ
て
、
孫
に
も

指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
見
事
な
太
鼓
腹
。
そ

こ
で
、
散
歩
で
も
し
よ
う
と
思
う
も
の

の
長
続
き
せ
ず
、
犬
の
散
歩
と
相
成

っ

た
次
第
で
す
。

で
も
情
け
な
や
、
雨
が
降
る
と
も
う

行
き
た
＜
な
い
な
―
と
い
う
気
が
し
て

き
ま
す
。
渋
る
私
を
見
て
主
人
が

「
人

間
の
勝
手
で
散
歩
に
行

っ
た
り
行
か
な

つ

っ
た
り
で
は
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い

０
１
」
と

一
括
。
ま
さ
し
＜
犬
は
、
ち

ゃ
ん
と
雨
の
中
に
あ
座
り
し
て
待

っ
て

＜
れ
て
い
ま
し
た
。
犬
は
時
間
に
な
る

と
、
今
日
も
行
け
る
ぞ
こ
待

っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
や

っ
と

一
カ
月
過
ぎ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
挫
折
す
る
こ
と
な

＜
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
散
歩
で
得
た
も
の
も
い

っ
ば
い
わ
り
ま
す
。
多
＜
の
人
た
ち
こ

出
会
え
た
こ
と
、
四
季
折
々
と
肌
で
感

じ
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
も
散
歩
の
あ
つ

げ
で
す
。
三
日
坊
主
の
私
に
も
、　
一
日

で
も
長
＜
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
「頼

岩村美穂子 さん (津 島西 、 13歳 )

投書のページ

散 歩 道

(6)



●

●

益
ぞ
コ
ロ
ち

ゃ
ん
！
」
。

も
ち
ろ
ん
、
糞

の
始
末
は
ち
ゃ
ん
と

し
て
い
ま
す
。

⊃

っ
た
。
人
の
あ
役
に
少
し
で
も
立
ち
た

い
と
い
う
こ
の
思
い
が
、
若
さ
を
保
つ

根
源
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
私

は
ま
だ
十
歳
も
若
い
か
ら
、
老
け
込
ま

ず
こ
の
あ
じ
い
ち
ゃ
ん
に
少
し
で
も
近

付
き
た
＜
思

っ
た
。

「
何
の
ゴ
ミ
が
多
い
で
す
か
」
と
間

う
と
、
「
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
が

一
番
。

双
は
子
ど
も
の
０
べ
た
欲
ん
だ
の
容
器
、

大
人
の
も
あ
る
が
…
」
と
話
さ
れ
た
。

私
は
話
を
聞
＜
内
匡

『
八
十
五
歳
の

あ
じ
い
ち
ゃ
ん
は
清
掃
す
る
人
。
若
い

元
気
の
あ
る
者
は
捨
て
る
人
』
で
は
大

間
違
い
で
あ
る
。
老
人
が
で
き
な
い
事

の
手
助
け
を
す
る
の
が
若
者
の
務
め
で

あ
る
は
ず
な
の
に
こ
寂
し
＜
悲
し
い
気

が
し
た
。
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
し

な
い
躾
を
幼
児
期
か
ら
徹
底
し
て
や

っ

た
ら
、
い
つ
も
美
し
い
ま
ち
が
誕
生
す

る
と
思
う
。
市
民
こ
ぞ

っ
て
美
化
に
協

力
し
よ
う
。

私
を
泣
か
せ
な
い
で

中
村
武
静
さ
ん

（秋
松
、
７２
歳
）

私
は
市
の
環
境
課
か
ら
派
遣
さ
れ
た

ユ

,)

立
て
札
で
す
。
山
の
井
川
藤
島
橋
北
側

に
住
み
、
行
政
区
は
秋
松
で
す
。
市
役

所
も
近
＜
に
見
え
ま
す
。
も
と
も
と
こ

の
場
所
は
不
燃
物
の
置
き
場
で
し
た
が
、

正
体
不
明
の
人
た
ち
が
な
り
ふ
り
構
わ

ず
決
ま
り
を
無
視
し
て
捨
て
匠
来
る
よ

う
に
な

っ
た
た
め
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
す
。

私
の
体
に
は

「ゴ
妻
を
捨
て
る
こ
と
を

禁
ず
。
ゴ
ミ
を
捨
て
た
者
を
発
見
し
た

場
合
は
市
や
警
察
匡
通
報
し
て
＜
だ
さ

い
」
と
大
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
れ
も
環

境
浄
化
に
微
力
を
つ
＜
す
希
望
と
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
九
月
七
日

の
事
で
す
か
ら
、
ま
だ
日
は
経

っ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
が
、
ゴ
ミ
ス
ト
ー
カ
ー
と
で

も
言
う
べ
き
無
法
の
人
が
出
没
し
ゴ
ミ

を
捨
て
匠
来
ま
す
。
さ
す
が
に
秋
松
の

人
の
顔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
捕
ら
え
て
み

れ
ば
わ
が
子
で
あ

っ
た
な
ん
て
、
目
も

当
て
ら
れ
ま
せ
ん
も
の
…
。
で
も
、
事

も
あ
ろ
う
に
筑
後
市
在
住
の
人
の
姿
が

あ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
人
に
も
決
め
ら

證

み

を

捨

て

る

こ

と

を

禁

す

と

み

の
投

棄

は

法

律

に

よ

り

罰

せ

う

れ

ま

す

。

な

お

、
ご

み

を

捨

て

た

者

を

発

見

し

た

場

合

は

、

筑

後

市

役

所

又

は

、
警

察

署

に

通

報

し

て

く

だ

さ

い

。

久

留

米

医

域

命

町

不

法

投

票

防

止

対

策

遵

緒

協

融

会

策

後

打

役

所

（こ

二
占

三

３

筑

後

曽

票

暑

じ

れ
た
場
所
と
日
程
が
あ
る
は
ず

で
す
。

れ
は
泣
け
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

筑
後
市
は
年
ご
と
に
発
展
し
、
来
訪

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ゴ
長
捨
て
禁

上
場
所
睦
平
気
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
現

場
を
見
て
何
と
思
わ
れ
る
で
し
よ
う
０
。

市
民
憲
章
が
空
し
＜
見
え
ま
す
。
市
民

や
行
政
が
環
境
整
備
や
浄
化
の
た
め
に

献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
い
る
と
い
う

の
に
、
ま
さ
に
市
の
恥
と
思
う
と
私
は

悔
し
涙
を
流
さ
ざ
ろ
を
得
な
い
の
で
す
。

筑
後
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の
人
も

私
を
泣
か
せ
な
い
で
＜
だ
さ
い
。
あ
願

い
し
ま
す
。

（係
か
ら
〕

環
境
課

市
で
は
、
今
年
の
四
月
か
ら

『
ご
み

じ

の
１３
分
別
収
集
』
を
始
め
ま
し
た
。
市

民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力

の
お
か
げ
で

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
各
行
政
区

の
不
燃
物
置
き
場

も
統
合

・
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、　
一
部

に
は
ご
み
の
不
法
投
棄
も
日

に
つ
き
ま

す
。
美
し

い
ま
ち
を

つ
く

っ
て
い
く
た

め

に
も
、

ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
守
り

ま
し
よ
う
。

″

道
隅
に
ゴ
ミ
を

増
て
な
い
で

下
川
久
枝
さ
ん

（上
原
々
北
、
７５
歳
）

あ
る
朝
、
旅
に
出
よ
う
と
外
に
出
産

と
こ
ろ
、
近
所
の
あ
じ
い
ち
ゃ
ん
が
分

類
別
の
袋
と
い
＜
つ
も
手
に
し
て
道
端

の
清
掃
中
で
あ

っ
た
。
汗
は
し
た
た
り

落
ち
光

っ
て
い
た
。
私
は
遊
び
に
出
る

の
が
悪
い
み
た
い
で
、
い
つ
も
よ
り
丁

寧
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
美
し
＜
し
て

い
た
だ
い
て
」
と
。

上
原
々
の
目
抜
き
通
り
を
、
暑
い
寒

い
は
当
然
の
事
と
ば
か
り
の
元
気
印
で
、

十
年
近
＜
も
道
路
の
清
掃
に
精
出
し
て

い
ら
れ
る
姿
に
は
、
頭
を
垂
れ
る
思
い

で
い
つ
ば
い
で
あ
る
。

年
齢
は
と
間
う
と
、
コ
◆
の
七
月
で

満
八
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
」
。
そ
の

若
々
し
い
受
け
答
え
に
、
さ
す
が
と
思

ヽ

毎 っ

▲私は泣いています

一′

イ、

シ
ヽ

卜
）

〔

＾
、

一

■

・

´
，

〔

ム

一

＾
）

一

■
一

い

つ

一

コ

マ

　

、
い

，

【
コ

・
マ
●

一

　

一

¨
も

（

′

●

′

　

・

＾

ヽ

卜

‐、
　

　

一

ラ

イ

一

「

一ト

イ以 眸・エツセイ暮簾
「散歩道」のページを飾るイラスト (絵 )

を募集します。スケッチ、漫画など、子ど

もから大人まで多くの人の応募を待つてい

ます。
エッセイ、地域の話題、まちづくりの夢、

市政への意見・提言などの作品も募集して

います。

【応募方法】★イラスト:はがさかはがき

大の無地の紙に作品を書いてください。★

エッセイなど :400字程度にまとめ、題
名をつけてください。編集の都合で原文を

要約したり、表現を変えることもあります。

※いずれも、住所・氏名 。年齢 。電話番号

を書いてください。未発表のものに限りま

す

【あて先】〒833-8601(住所不要)筑後市
役所企画課「散歩道係」a53-41H内線152
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働
日
飢
つ
市
民
出
演
者
決
ま
る
！

芸
術
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

渡
辺
美
佐
子

主
演
　
ネ
オ
Ｂ
リ
ア
ル
・
カ
プ
キ

え

い酔

ざ

め

お

園

A

18日寺00分 F汗可演
大ホール
(17日寺30分 F汗弓場)

一般席¥4,200
学生席¥2,000
(税込。当日¥500増 )

全席指定

r嵐
出演 渡辺美佐子
西州鯉之祐

監修 中村又五郎
演出 福田善之
振付 西川右近
演奏 尾上菊五郎劇団音楽部
(社 )義太夫協会、竹本朝重社中

こ
の
公
演
の
第
二
幕
の
終
盤
で
、渡
辺
美
佐

子
さ
ん
と
邸
の
問
番
役
が
絡
む
シ
ー
ン
が
あ
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
や
行
政
区
長

さ
ん
ら
五
人
が
決
ま
っ
た
。

十
五
人
を
超
え
る
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
五
人
が
、渡
辺
美
佐
子
を
相
手
に
大
立
回
り
。

今
月
か
ら
計
五
回
の
練
習
を
重
ね
て
、本
番
に

い
ど
む
。

こ
の
舞
台
は
新
劇
を
歌
舞
伎
風
に
と
ら
え

た
舞
台
で
、
長
唄
、義
太
夫
、
お
囃
子
も
入
る
。

主
演
は
新
劇
の
大
女
優
渡
辺
美
佐
子
に
日

本
舞
踊
西
川
流
の
西
川
鯉
之
祐
。
演
劇
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
も
日
本
舞
踊
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も

見
逃
せ
な
い
舞
台
。

そ
の
西
川
氏
と
着
付
師
竹
内
氏
が
語
る
”
日

本
の
衣
裳
”
こ
れ
か
ら
古
典
も
の
を
見
る
と

き
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。整
理
券
は
サ
ン
コ
ア
・

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
配
布
中
。役柄による衣裳と所作・着付・

実技指導と「酔ざめお園」の見
どころを語る。
講師 :西川鯉之祐、竹内 将

楽
し
く
見
る
た
め
の
市
民
向
け
公
開
講
座

「日
本
の
友
衰
と
様
式
巣
」
と
舞
台
解
説

‐８
時
３。
分
開
演
（１８
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル
　
　
　
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
、サ
ン
コ
ア

無
料
（要
整
理
券
）
に
て
配
布

″ 縦

(財 )筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54‐1200
FAX0942‐ 54-1205

最後に観客と大合唱
宇宙戦艦ヤマ トがよみがえる

東京混声合唱団演奏会
与旨揮 :熊谷  弘  (久留米市出身、八女高卒)
ビアノ :若月 直子 打楽器 :永曽 重光

北原 自秋の詩による名曲集
山田耕作 作曲

この道/待ちlaう け/かゃの本山の/ベチカ/受珠沙華

レディース・コーラスフェスティバル 作詩公募作品から
熊谷 弘 作曲
おかあさんのうた/ぼくといもうと/手紙

三書 晃「五つの日本民謡集Jから
木曽節/阿波踊り/五本の子守歌/佐渡おけさ/ツーラン節

～瀞含唱とビアプ,打桑器のための轄唱超曲「宇自戦艦ヤマ ト」

久石 譲 編曲 阿久 悠 詩
序曲/ヤマト誕生/想人～星に想うスターシャ/真赤なスカーフ
好敵手/終曲～明日への希望/ヤマトより愛をこめて (大野克夫作曲 )

第
二
部
で
演
奏
さ
れ
る
合
唱
組
曲

「宇

宙
戦
艦
ヤ

マ
ト
」
は
松
本
零
士

の
同

名
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た

一
九
七
九

年

に
、
久
石
譲
が
組
曲
と
し
て
、
作

曲

（編
曲
）
し
た
も

の
で
テ
ー

マ
曲

の
旋
律
は
、
宮
川
泰

の
作
曲
。

こ
の

曲
は
、
今
回
指
揮
す
る
熊
谷
弘
指
揮

同
志
礼
大
学
混
声
合
唱
団
に
よ
リ
レ

コ
ー
デ
イ
ン
グ
さ
れ
、
大
ヒ

ッ
ト
。

日
本

コ
ロ
ン
ビ
ア
よ
リ
ゴ
ー
ル
デ
ン

デ
ィ
ス
ク
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
曲

は
レ
コ
ー
ド
の
み
で
ス
テ
ー
ジ
演
奏

が
な
く
な
ん
と
、
当
時
歌

っ
た
同
志

社
大
学

の
学
生
も
数
人
参
加
す
る
こ

と

に
な
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
、
会
場

の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
大
合
唱
す
る
予
定
。

さ
ら
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
サ

ザ
ン
ク
ス
筑
後
落
成
記
念

に
作
ら
れ

た
合
唱
曲

「
い
の
ち

の
祝
祭
」

（川

崎
　
洋
作
詞
、
管
野
　
山
弘
作
曲
）

を
筑
後
混
声
合
唱
団
と
歌
う
。

量

・
質

・
話
題
性
　
一二
拍
子
そ
ろ

っ
た
注
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

18日寺30分 F弄弓演
大ホール
ー般席¥3,500

全席指定

18日寺00分 F汗弓場

学生席¥1,000
(税込 。当日¥500増 )
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日・躍日 催 物 名 会 場 開演 入場料 問い合わせ先

1～ 2
9ゆ
。
9ロ

衣料 日用品
大即売会

イベントホール 10:00
いビッグアロー

0120-16-5676

5(日 )

文化発表会 大ホール 11:00
八女西中学校
0943-22-4807

菰原留美子10周年記念

リサイタル
小ホール 13100 ¥1,000 由里歌謡教室

菰原 52-6729

おさらい会 イベントホール 12100 副島 52-2503

9い 文化発表会
大ホール

小ホール
9:30

筑後北中学校
52-8758

10④

第13回筑後市幼年消防

クラブ大会
大ホール 10:00

市消防本部

52-2020

秋のクランックコンナート

&ポエム
小ホ▼ル 19100

県高教組八女支部

0943-24-1144

毛糸生地の展示販売 イベントホール 10:30
西崎商店

0792-83-1435

1lω

トニー山川と共に

年忘れ夢舞台
大ホール 11:00

前売 ¥3,500

当日 ¥4,000

オフィスマイム

44-4502

宮地ピアノ教室発表会 小ホール 14:00 宮地 26-3014

社交ダンスパーティー イベントホール 13:30 ¥1000 渋ナI1 89-3778

12(日 )
女性部文化講演会 大ホール 14:00 要整理券

JAふ くおか八女

0943-23-1161

ピアノ発表会 小ホール 13:00 堤   52-7518

15い

筑後中学校文化祭 大ホール 9:15
筑後中学校

52-4148

年金受給者説明会 小ホール 13:30
社会保険事務所

33-6191

16い 羽
犬塚中学校

文化発表会

大ホール

小ホール
9:30

羽犬塚中学校
52-4158

17④

筑後商工会議所

会員感謝のつどい
大ホール 18:00 ¥500 商

工会議所

52-3121

フォーク例会

高田 渡
ジャンクリレ温泉

偶荘
18:30

入浴のみ4000
ドリンク付Y4,600

サザンクス筑後
54‐ 1200

18① 企業経営セミナー イペントホール 14:00 ¥6,000
財lモラロジー研究所

0944-33-1195

19(日 )

第6回例会

東京混声合唱団演奏会
大ホール 18:30

――般 Y3,500

牲 Yl,000

サザンクス筑後

54‐1200

会員歌謡発表会 小ホール 10:00
歌謡協会

紫原 53-5048

大人たちのコンサートイベントホール 14,00
EM田 中
0943-22-4319

2190 平
成 12年分

年末調整説明会
小ホール 14:00

八女税務署

0943-23-5191

23棚
青少年育成県民の集い

筑後地区大会
大ホール 13:30

市教育委員会

53-4111

スナック愛18周年記念 小ホール 16:00 稲員 531443

26(日 ) 福岡藤本会発表会 大ホール 10:00 ¥2,500 福岡藤本会

092-474-2013

29い 設立10周年記念式典 小ホール 10:00
シルバー人材センター

52-0722

30い

吹奏楽の夕べ 大ホール 18:30 要整理券
市PTA連合会
木
~ド

 52-4148

第18回人権を考える

市民のつどい
小ホール 14:30

市同和教育課
53-4111

ゆうぜんぎくの会 イベントホール 9:00
いパレベストプラン

092-452-5280

11月 の 催 し 物

11月 の休館日 (6、 7、 13、 20、 24、 27)

(9)

☆ 今 月の催 し物 か ら…文化 祭特 集 …

●筑後北中学校 (11/9)― ①合 H昌 コンクール。②英語部による歌
と英語劇、劇はたくましい現代版シンデレラの話で1年生6人が挑戦。

① ブラスバ ンド演奏。
●筑後中学校 (11/15)① 合 W昌 コンクール。②演劇部 「不思議の
国の…」公演。ある中学生がア リスの世界へ入 りこみ、成長 して

い く姿を描 く。③ ブラスバン ド演奏。

●羽犬塚中学校 (11/16)①合唱コンクール。②ブラスバンド演奏。

③桂朝太郎、月亭八天による、 ミニ落語講座や手品などをお り交
ぜたバラエテイー寄席。
●吹奏楽のタベ (11/30)… 市P連 が秋の夕べのひ とときに、生
演奏の親子鑑賞会 としてブ リヂス トン吹奏楽団久留米を招 さコン

サー トを開 く。同楽団は全 日本吹奏楽 コンクールでは
「金賞」受

賞22回 というlliヨ か しい経歴を持ち、全国的にも有名な演奏団体。
入場整理券は市内各小・中学校で配布。

う

r,

い

う

げ

n

▼
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
▲
　

サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

。
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ

ッ
ト

・
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ

・
サ
ン
リ
ブ

（筑
後
店

・
瀬
高
店
）

。
ブ

ッ
ク

ロ
ー
ド

（筑
後
店

。
大
川
店
）

久
留
米
井
筒
屋

。
木

下
楽
器
店

（久
留
米
市
）

・
ア
オ
キ
楽
器
店

（八
女
市
）

・
城
島
町
総
合
文
化

セ
ン
タ

ー

じ

野 狂
一
一ロ

萬
チケット発売

友の会 12/2(土 )
一 般 12/9(上 )

18時30分開演 (18日寺00分開場)
大ホーザレ

全席指定 A席 ¥5,500 B席 ¥4,500
(税込・当日¥500増 )

※未就学児の入場はお断りします

ヽ

回

フォーク特別例会 フォークソングイン筑後Vol.Ⅲ

18時 30分開演 (17時 00分開場)
船ジ|ヽ星況泉多R『

ジャングル温泉鶴雇大広間
木 戸 銭  ¥4,000(全 席自由・税込・入浴付 )

¥4,500(ド リンク・おつまみ付)

チケットをお持ちの人が船小屋温泉の旅館に当日宿泊すると宿泊料500円引き

共催 :船了|ヽ星 温 泉協 会

舎
ミ

を

　
代

フォークコンサート

～ひとり芝居～

奥深い詞と
とぼけた語 り

b'
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執耐豊が変わる 歴史の宝きがし
○ 第 3回親子遺跡発掘体験

▲固い地面に悪戦苦闘する親子。掘った上のかたまりを細
かく砕きながら何もなければざるにポイ。これが数時間
繰り返されました。

▲子どもたちの元気な声が飛びかったマジックショー

地域のみんなと仲自しに
(Dいずみえんまつり
地域の人たちと交流し、施設やここで暮

らす子どもたちへの理解をより深めてもら

おうと開く「いずみえんまつり」が10月

15日、筑後いずみ園でありました。
「今日はゆっくり楽しんでいってくださ

い。そしてみんな友達になってください」

という小野秀人園長のあいさつの後、まつ

りでは人形劇やマジックショー、輪なげ・

ストラックアウトなどのゲームなどが催さ

れました。昼食としてカレーライスもふる

まわれました。この日は、水田小学校や筑

後中学校、筑後養護学校の児童・生徒らが

たくさん訪れ、施設のあちこちで笑い声や

歓声があがっていました。

筑後いずみ園は昭和26年 10月 に開園さ

れた県内に3つ しかない県立の児童福祉施

設のひとつです。家庭の事情で家族と一緒

に暮らせない3歳～18歳の44人 (10月 15

日現在)ん 寝ゞ食をともにしながら勉強など

に励んでいます。「いずみえんまつり」は、

開園記念月である10月 の第3日曜日に毎

年開かれています。

場に
^堤

モす 0-えぺ¬氏 ,卜 嘴.

▲力を合わせブロック優勝

(10)

す 学 今 ←  ―

下
水
処
理
場
予
定
地

の
島
田
彼
岸
田

遺
跡
発
掘
現
場

で
１０
月

１５
日
、

「第

３

回
親
子
遺
跡
発
据
体
験
」
が
あ
り
ま
し

た
。
筑
後
市
や
近
隣
市
町
村

に
住
む
約

８。
人

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

島
田
彼
岸
田
遺
跡
は
県
教
育
委
員
会

が
調
査
し
て
い
て
、
戦
国
時
代

の
終
わ

り
に
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
豪
族

の
館

跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸

時
代

の
終
わ
り
の
墓
と
み
ら
れ
る
も

の

も
見

つ
か

っ
て
い
ま
す
。

今
回
親
子
が
発
掘
し
た

の
は
建
物

の

ま
わ
り
を
囲
ん
で
い
た
内
濠
と
外
濠

の

一
部

で
す
。
タ
オ
ル
を
首

に
巻
き
、
帽

子
と
長
靴
を
身

に
付
け
た
親
子
ら
は
、

移
植

鰻
を
使

っ
て
地
面
を
掘
り
、
土
器

を
探
し
ま
し
た
。
そ
し
て
上

の
中
か
ら

赤
や
茶
、
灰
色

の
か
け
ら
が
見

つ
か
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
れ
は
上
器
で

す
か
」
と
判
断
を
仰
ぎ

に
文
化
財
専
門

員
の
も
と

へ
駆
け
寄
り
ま
し
た
。

文
化
財
専
門
員

の

「
こ
れ
は
土
器
」

「
こ
れ
は
石
」

Ｆ
」
れ
は
上

の
回
ま
り
」

と

い
う
判
断

に

一
喜

一
憂
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
は
、
歴
史
が
変
わ
る
貴
重
な

発
見
を
し
よ
う
と
服
考
泥
だ
ら
け
に
し

て
黙

々
と
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

誂
ぴ
は
ね
て

成
長
耐
り
を
″
ヒ
ー
ん

、
一
松
原
小
学
校
運
動
会

ｌ。
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
市
内

１。
力
所

の
小
学
校
で

「運
動
会
」
が
開

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
駆
け
ま
わ
り
ま
し
た
。

１
日
に
あ

っ
た
松
原
小
学
校

（橋
本

タ
ジ
子
校
長
、
４
４
８
人
）

で
は
、
競

争
競
技
や
表
現
運
動
、
応
援
合
戦
な
ど

２２
種
目
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
降

っ
た
雨

も
す

っ
か
り
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は

リ

レ
ー
や
綱
引
き
な
ど

で
力

い
っ
ぱ

い

の
戦

い
ぶ
り
を
み
せ
、
ま
た
流
行
歌
や

民
謡
な
ど

に
の

っ
て
み
ご
と
な
踊
り
を

披
露
、
成
長
ぶ
り
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

「み
ん
な
同
じ
か

っ
こ
う
し
て
る
の

で
ど

こ
に
お
る
か
わ
か
ら
ん
」
と
３
年

生

の
保
護
者
は
、
我
が
子
の
勇
姿
を
収

め
よ
う
と

一
生
懸
命
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

ま
わ
し
て
い
ま
し
た
。
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f⊃

イ
車

の
栽
培
法
を
初
め
て
筑
後
平
野

に
伝
え
た
僧
侶

「大
正
院
」

の
功
績
を

後
世

に
伝
え

て
い
こ
う
と
す
る

「顕
彰

祭
」
が
１。
月
１。
日
、
常
用
公
民
館
西
側

の
大
正
院
石
碑
の
も
と
で
あ
り
ま
し
た
。

攻
め
の
イ
業
経
営
て

発
祥
の
伝
統
死
守
警
う

安
土
桃
山
時
代

の
文
禄
元
年

（１
５

９
２
年
）
、
全
国
行
脚

の
途
中

に
下
妻

群
常
用
村

で
足
を
止
め
た
大
正
院
は
、

こ
の
地

に
イ
草
を
植
え
ま
し
た
。
水
不

足

の
心
配
か
ら
翌
年
、
馬
間
田
地
区

に

じ

場
所
を
移
し
て
栽
培
を
し
ま
し
た
。

こ

れ
が
今
日
の
筑
後
平
野
で
の
イ
草
栽
培

の
起

こ
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
、
同

い
業
部
会

常
用
行
政
区
が
開

い
た
顕
彰
祭

に
は
、

地
元
を
は
じ
め
近
隣
市
町

の
関
係
者
ら

約
４。
人
が
参
列
、
経
が
読
ま
れ
る
中

で

焼
香

・
合
掌
し
て
大
正
院

の
め

い
福
を

祈
り
ま
し
た
。

い
業
部
会
長

・
中
富
国

昭
さ
ん
は

「イ
草
生
産
を
守
る
立
場
で

経
営
を
展
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
さ

ん

。
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
ま

一
度
地

元
イ
車

の
名
声
を
高
め
る
こ
と
が
大
正

院

の
遺
徳

に
報

い
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ま
す
」
と
あ

い
さ

つ
し
ま
し
た
。

天
皇
杯
を
受
賞
し
て
い
る

「筑
後
市

の
イ
草
」
。
需
要
低
下
、
価
格
低
迷
と

い
っ
た
厳
し

い
状
況
を
産
地
銘
柄
確
立

な
ど

に
よ

っ
て
切
り
抜
け
て
も
ら

い
た

い
も

の
で
す
。

水
神
朦
彰
目
を
細
め
た

∩
〉
若
宮
神
社
ち
び
っ
こ
相
撲

水
を
治
め
、
子
ど
も

の
安
全

・
成
長

を
も
守
る
水
神
を
ま

つ
る
若
宮
神
社

の

例
祭
が
１。
月
１２
日
、
溝
口
地
区
で
あ
り
、

神
前
で
１
５
０
年
以
上
前
か
ら
続
く

「ち

び

っ
こ
相
撲
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

相
撲
を
奉
納
し
た
の
は
古
川
保
育
園

の
２
歳
～
５
歳

の
園
児
な
ど
約
６。
人
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
と

い
う
直
径
１

・
６
房

の
ミ

ニ
土
俵

に
あ
が
り
、
次

つ
ぎ
に
相
撲
を

取
り
ま
し
た
。
中

に
は
相
手
を
投
げ
飛

ば
す
豪
快
な
取
組
や
い
つ
ま

で
た

っ
て

も
勝
負
が

つ
か
ず

に
引
き
分
け
と
な
る

取
組
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
ま
し

い

「ち

び

っ
こ
相
撲
」

を

一
目
見
よ
う
と
、
同
神
社

に
は
保
護

者
や
地
元
の
人
た
ち
な
ど
約
４。
人
が
集

ま
り
、
声
援
を
送
り
な
が
ら
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

▲読経に耳を傾けながら、大正院の

めい福を祈る関係者のみなさん

▲筑後イ草の始祖・大正院の碑。
これからのイ業のゆくえを静か

に見守つています

(D大正院顕彰祭

!:う

●

サ

(11)

A工龍 さらなる報躍の通岨魚

tこ)八女工業高校創立80周年記念式典

創立80周年を迎えた八女工業高等学校

(上野憲一校長、950人)で 10月 7日、記念

式典があり、在校生や保護者、卒業生ら約

1,300人が新たな節目を祝いました。

式の中で上野校長は「大正、昭和、平成と

質実剛健の校風は “八工魂"と して延々と受

け継がれています。21世紀も心豊かな人材

とスペシャリストとしての工業人の育成に専

念していきます」とあいさつしました。この

後、在校生を代表して生徒会長・宇都宮巧さ

んは「80年という歴史と在校生への大きな

期待をあらためて自覚しています。地域社会

から信頼されるよう勉学やスポーツを通して

人格形成に努力していきます」と決意を込め

たお礼のあいさつをしました。

式典には馬場市長も出席し
「伝統に輝く本

校の教育に大いに期待しています」と祝福し

ました。

同校は、大正9年に県内3番目の県立工業

学校として誕生、工業界だけでなく、各分野

に第一線で活躍する人材を数多く送り出して

います。

▲見合つて、見合つて



,0月 10日 ポリオ生ワクチン接種 (保
健センター)で撮影 しました。
希望者には写真を差 し上げます。
広報統計係まで連絡 してください。

てからだ改善r

③
気
持
ち

の
よ
い
と

こ
ろ
で
動
き
を
止

め
、
気
持
ち
よ
さ
を
２
～
３
秒
味
わ

っ

て

一
気
に
脱
力
す
る

④

つ
ね
に
息
を
吐
き
な
が
ら
動
く

（〉や
ってみよ
う

操
体
法

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
こ
こ
で
は

「か

か
と

の
ば
し
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
楽
な
姿
勢

で
あ
お
む

け

に
寝

こ

ろ
び
、
く

る
ぶ
し
を
合
わ
せ
て
み
ま
す
。

腰
痛
を
も

つ
人

は
、
合
わ

せ
た

つ
も
り

で
も
足

の
長

さ
が
５

，
ミ
か
ら
数
々
ン
ず
れ

て

い
る

こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ

が
体

（腰
）
の
ゆ
が
み
で
す
。

次

に
左
右

の
か
か
と
を
交

互

に
伸
ば

し

て
み
ま
す
。
伸
ば

し

や
す

い
足
が
分

か
れ
ば
、
そ

の
足
だ

け
を

ゆ

っ
く

り
伸

ば

し
ま
す
。
逆

の
足

の
ひ
ざ

や
腰
、
肩

が
動

い
て
も

か
ま

い
ま
せ
ん
。

い
ち

ば

ん
気
持
ち

の
よ

い
と

こ
ろ
で
止
め
、
２

～
３
秒
そ

の
ま
ま

の
状
態

に
保
ち

、

ス

ト

ン
と
腰
の
力
を
抜
き
ま
す
。

こ
れ
を

３
～
４
回
繰

り
返
せ
ば
足

の

長
さ
が
そ
ろ

っ
て
く
る
は
ず

で
す
。

▲決して痛くありません

０

操
体
法
と
は

操
体
法
と
は
、
体
を
痛
く
な

い
方
向
、

気
持
ち

の
よ

い
方
向

に
動
か
し
て
、
体

の
ゆ
が
み
を
と
り
、
健
康
体

に
し
て

い

く
動
き
方

で
す
。

人
間

の
体

は
、
気
持
ち

よ
く
動

け
ば

ゆ
が
み
が
と
れ

る
よ
う

に
で
き

て

い
ま

す
。

ゆ
が
み
が
と
れ
れ
ば
、
腰
痛

や
肩

こ
り
な
ど

の
症
状

が
改
善

さ
れ
、
毎

日

を
快
適

に
過

ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

腰痛や肩 。ひざの痛みは体のゆがみが原因で起きることがあります。

体のゆがみは、転倒や打撲などの事故、仕事や日常動作・歩行のくせ、さら

には同じ動作を長時間続けることなどによって生じます。

体のゆがみをとるために、操体法を試してみましょう。

かかとのばし

くるぶしを合わ
せてみると、実
際にはずれてい

ることがわかる
伸びやすい足を仲ばす

左右のかかとを突き[‖すようなつもりで、交互にゆっくり
仲ばす。よく仲びるほうを3～ 4回やる

◆日曜祝日在宅医
3日
´
佐藤外科 (上町)       a53-3589
吉山医院 (西原西)      奮53-3377

5日 加藤田整形外科 (上原々南)  奮53-68H
伊藤医院 (溝日町)     奮53-3531

12日  大橋整形外科クリニック (鷲寺)奮51-7001
石井医院 (上町)      盗51-7751

19日  おおた医院 (上富久)     a51-7080
おおうち内科クリニック (久富)奮54-0600

23日  岡邦彦産婦人科 (水田上)   a53-0012
平井医院 (和泉中)     盗53-2353

26日  宮城耳鼻咽喉科クリニック (下北島)
奮52-8738

永田医院 (船小屋)     奮53-3271

救急指定病院 (全日曜祝日)
筑後市立病院 (和泉西)     奮53-7511
◆広域眼科在宅医
3日  しらお眼科クリニック (久留米市野伏間)

a51-4100
5日 槙眼科医院 (久留米市城南町)奮 32-4807
12日 池田眼科クリニック (久留米市上津町)

奮22-8321
19日 小島眼科医院 (久留米市城南町)奮32-2038
23日  はたせ眼科医院 (小郡市小郡)奮 73-1377
26日  実吉眼科医院 (久留米市天神町)a34-5828
◆歯科休日診療
八女歯科医師会館内の救急医療センター
(八女T,本ⅡT)           ao943-24-4829-

ほ

・

０

操
体
法
の
基
本
は

①
痛
く
な
い
方
向

へ
動
く

②
ゆ
っ
く
り
動
い
て
感
覚
を
味
わ
う

▲笑顔も忘れずに

０

操
体
法
数
室

市

で
は
数
年
前

か
ら
、
各
地
区

の
公

民
館
な
ど

で
操
体
法
教
室
を
開
催

し

て

い
ま
す
。

み
ん
な

で
楽

し
み
な

が
ら

マ

ス
タ
ー
す
れ
ば
、
体

が
楽

に
な

り
仕
事

や
家
事

が
も

っ
と
楽

し
く
な

る
は
ず

で

す
。参

加
者

の
中

か
ら
は

「
腰
痛

で
日
常

生
活
も
ま
ま
な
ら
な

か

っ
た
け
れ
ど
も
、

操
体
法
を
続

け
た
と

こ
ろ
、
ど
ん
な
時

で
も
全
く
痛
く
な

ら
な
く
な

っ
た
」

と

い
う
う
れ
し

い
声
も
聞

こ
え
ま
す
。

操
体
法
教
室

に
あ
な
た
も
参
加

し

て

み
ま
せ
ん
か
。

（
と
き

・
と

こ
ろ
〕
次

ベ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ

い

〔申

込

み

・
間
合

せ
）
健
康
課
保
健
衛

生
係

（金
０
４

１
１
５
）

ヘ
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1 今日a衛生行事 ▼問合せ=健康課
盆 53-4115

◆予防接種 ☆ポリオ (小児マヒ)生ワクチン服用 ※母子健康手帳と予診票を持つてきてください

◆乳幼児健診

※母子健康手帳を持つてきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

◆各種相談

◆12月 は…

付

う

)

,

ツ

と き と こ ろ 対   象   者

11月 16日 lオヽ1 13:30え 14:30 保健センター
生後 3カ月～18カ月の子で、 10月
※春と秋の2回服用します。対象

の指定日に服用できなかつた子

月に服用できなかつた子でも、

生後90カ月までは服用できます

健 診 と き と こ ろ 対   象   者

乳児健診 (4か 月児 ) 24日④  13:30～ 14:30 保健センター 平成 12年 7月 生まれの子

10か 月 児 健 診 9日 lオ、1 13:30～ 14:30 保健センター 平成 12年 1月生まれの子

1歳 6か 月 児 健 診 17日④  13:30～ 14:30 保健センター 平成H年 4月生まれの子

3歳 児 健 診 10日④  18:30～ 14:30 保健センパー
平成 9年 10月 生まれの子 (アンケート用紙
と、尿を約5cc持つてきてください)

教 室 と き と こ ろ 内 容 な ど

糖 尿 病 教 室

日|り
日しЮ
日eり
日しり

3:30～
9:30～
9:30～
9:30～

7
14
21
28

30
00
00
30

5
5
2
5

保健センパー

講話
食事指導
食事指導
食事指導

と運動指導

と運動指導

もうすぐパパ・ママ教室

2日い
9日い
16日い

0:00～ 12:00
0:00～ 12iOO
Oi00～ 12i00

保健センター
妊娠初期保
妊娠中期保健指導と妊婦体操

妊娠後期保健指導と育児

乳 幼 児 教 室 21日 CЮ  10iOO～ 12:00 保健センター
1～ 2歳児とその保護者。育児について、
親子遊び、おやつ、虫歯予防など

な か よ し 教 室 14日 9り  10:00～ 12iOO
水田コミュニ

ティセンパー
就学前の子どもとその保護者。親子あそび、

絵本の読み聞かせなど

地 域 リハ ビ リ教 室
毎週月曜日 9:30～ 12i00
毎週水曜日 9:30～ 12:OO

流公民館

溝日町公民館

血圧測定、ストレッチ体操、レクリエーシヨ

ンなど

リ ハ ビ リ 教 室 毎週水曜日 13:00～ 16:00 保健センター ストレッチ体操など 骸ヾスで送迎)

Ca(カルシウム)とろう教室 7日 9哺  13:30～ 15:30 二本松公民館 骨の健康に
ついて、運動指導

操 体 法 教 室 毎週月曜日 13:30～ 15:80 羽犬塚公民館 体のゆがみから起きる腰痛などの改善

相 談 と き と こ ろ

健康相談 1日

'lく

1 10i30～ 11130 総合福祉センター

育児相談 21日 9Ю  10100～ 12:00 保健センター

妊婦相談 21日 9り  13:30～ 15:00 保健センが―

口が臭いと思つたら

吸星晨g「暑第
イ
:蓄3ζ忌し窪
イ
1蓄籍擢驀γ

舌苔・金属冠の腐食・食物などがあります。

日臭があると思つたら、かかりつけの歯科

医師に相談しましょう。

〔間合せ〕八女歯科医師会 (金0943-24-4829)

と き と こ ろ 内  容 と き と こ ろ

6日ゆk1 10:SO～ 11:30
総合福祉センター

内  容

4日 l月)10:OO～ 12:00
保健センバー

乳 幼 児 教 室

(2歳児以上 )
健  康  相  談

5日 9Ю  13:30～ 15:30
野町公民館

Ca(カ ルシウム)と ろう
教室

7日い  10:00-12:00
保健センター

もうすぐパパ・ママ教室

(初期)
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/
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倅 ゛ツ

電話番号は
おまちがえのないように

筑
後
養
護
学
校
赤
坂
分
校

支

化

無

〔と
き
）
１‐
月
１９
Ｈ
ぐ‐‥―，
午
前
９
時
～
午

後
３
時

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
養
護
学
校
赤
坂
分
校

⌒旧
立
療
養
所
筑
後
病
院
西
側
）

（内
容
〕
合
奏
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

陶
器
な
ど

の
作
品
展
示
、
無
料
陶
芸
教

室
、
バ
ザ
ー
な
ど

〔問
合

せ
〕
県
立
筑
後
養
護
学
校
赤
坂

分
校

⌒金
０

７
３
９
９
）

ヘ

市と筑後商工会議所では、歳木大

抽せん会を実施します。

〔内容〕12月 28日山までの期間中、
のぼりのある市内の店で買い物をす
ると、100円につき1枚のシールを配

布。120枚のシールで1回の抽せんが

できます。

※空くじなし

〔抽せん期間〕12月 19日山～28日 lオ、l

〔問合せ〕商工観光課 (a53-4
111内線210)

中国音楽のダベ

うメlう 。揚みコンサート
〔とき〕H月 10日 ④19:Oo～
(18:30開場)

〔ところ〕石橋文化センター共同ホ
ール (久留米市野中‖⊃

〔出演〕劉福君さん、周暁丹さん

〔演奏曲目〕TSUNAMI、 ハン
ガリー舞曲、白鳥ほか

〔入場料〕>大人=2000円 >中
高生=looo円
※当日券はいずれも500円増し。
小学生以下は入場できません

〔問合せ〕実行委員会委員・今村
(金 53-6967)へ

保
険
料
が
安
＜
な
り
ま
し
た

市
民
交
通
傷
害
保
険

市

で
は
、
市
民
交
通
傷
害
保
険

の
加

入
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
今
期

の

保
険
料
は
、
６
０
０
円
か
ら
３
６
０
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
１
人
２
口

ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

簡
単
な
手
続
き
で
、
だ
れ

で
も
加
入

で

き
ま
す
。
特

に
向
転
車
を
利
用
す
る
人

に
は
お
す
す
め
で
す
。

※
今
月
は
保
険
の
切
替
え
月
で
す
。
今

ま
で
加
入
し
て
い
た
人
も
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

〔加
入
資
格
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤

・
通
学
し
て
い
る
人

〔保
険
料
〕
１
口
に
つ
き
年
額
３
６
０

円

（中
途
加
入
者
は
月
額
３。
円
）

〔保
険
金

（
１
口
こ

▼
死
亡

。
重
度

障
害
Ｈ
ｌ
Ｏ
Ｏ
万
円
▼
け
が
Ｈ
５
０
０

０
円
～
‐２
万
円

（申
込
み
）
Ｈ
月
２４
日
⑥
ま
で
に
隣
組

長
を
通
じ
て
行
政
区
長
へ

（問
合
せ
〕
市
民
課
市
民
係

（な
０
４

１
１
２
）

へ

一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

市

で
は
、
所
有
し
て
い
る
遊
休
地

の

中
か
ら
、
次

の
３
カ
所
を

一
般
既
争
人

札

で
売
却
し
ま
す
。

（対
象
地
〕
①
大
字
水
円
字
上
中
町
１

１
５
１
１

（元
水
円
村
役
場
跡
地
、
宅

地
、
用
途
区
域
外
）
Ｈ
ｌ
０
６
４

・
２

平
方
肝
②
大
字
水
円
字
鋤
先
１
３
７
４

１
３

⌒旧
南

保
育

所
川
地

、
雑
種

地

、

用
途
区
域
外
）
Ｈ
ｌ
７
５
０

・
２
９
平

方
肝
③
大
字
和
泉
字
大
竹
３７
‐
５

（元

市
立
病
院
院
長
住
宅
、
宅
地
、
工
業
用

途
区
域
）
Ｈ
３
３
４

・
６
２
平
方
肝

〔現
地
説
明
日
〕
Ｈ
月
１５
日
ｍ

〔入
札
予
定
日
）
‐２
月
６
日
明

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
入
口
に
も
掲
示

し
て
い
ま
す

〔申
込
み

。
問
合

せ
〕
会
計
課
管
財
係

（盗
０

４
１
１
１
内
線
１
６
３
）

ヘ

援
護
業
務
移
動
相
談

県

で
は
、
戦
傷
病
者
な
ど
を
対
象

に

し
た
移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（と
き
〕
‐２
月
１
日
④
午
前
ｌ。
時
～
午

後
２
時
半

（と

こ
ろ
〕
久
留
米
市
役
所
３
階
、
３

０
２
会
議
室

（久
留
米
市
城
南
町
）

（内
容
〕
▼
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に
つ

い
て
▼
戦
傷
病
者
な
ど
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て
▼
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て

※
補
装
具
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

（問
合
せ
）
県
国
保

・
援
護
課
援
護
係

（金
０
９
２

・
６
４
３

・
３
３
０
１
）
ヘ

ミ

ニ
ガ
イ
ダ

ン
ス
と

相
談
会

市
と
⑪
２‐
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
人
や
こ
れ
か
ら
働

こ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
し
た
、
ミ
ニ

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
１‐
月
２。
日
ω

▼
ミ
ニ
ガ
イ
ダ

ン
ス
ロ
午
前
１０
時
～
Ｈ
時
、
午
後
２
時

～
３
時
▼
相
談
会
＝
午
前
１０
時
～
１１
時

半
、
年
後
２
時
～
３
時
半

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
、
会
議
室

〔定
員
〕
▼
ミ
ニ
ガ
イ
ダ
ン
ス
Ｈ
４。
人

▼
相
談
会
Ｈ
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん

（参
加
費
〕
無
料

（申
込
み

。
問
合
せ
〕
サ
ン
コ
ア
に
あ

る
中
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
勤
労
婦
人

セ
ン
タ
ー

（全
０
２
５
１
６
）
ヘ

農
業
用
廃
ビ
二
十
ル
を

回
収
し
ま
す

不
要
に
な

っ
た
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
な

ど
は
、
農
家
が
正
し
く
処
分
す
る
よ
う

法
律

で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
廃
プ

ラ
適
性
処
理
推
進
協
議
会

で
は
、
次

の

日
程

で
農
業
用
廃
ビ

ニ
ー
ル
を
共

収
し
ま
す
。

（回
収
す
る
ビ

ニ
ー
ル
〕
塩
化
ビ

ニ
ー

ル
、
ポ
リ

・
ビ

ニ
ー

ル
、
肥
料
袋

（ポ

リ
系

の
み
）
、
衣
Ｈ
肥
料
袋
、
Ｐ
Ｏ
系

フ
イ
ル
ム

⌒白

・
黒

・
雑
）
、
塩
ビ
管
、

畦

シ
ー
ト
、
育
苗
箱
、

ハ
ト
メ
加
エ
ビ

ニ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
定
着
、
定
着

マ
ル
チ
、

シ
ル
バ
ー

マ
ル
チ
、
ト

レ
イ

※
泥
、
水
、
小
石
な
ど
を
取
り
除
き
、

ビ

ニ
ー

ル
ひ
も

で
仙
Υ

⌒２。
キ
ロ
以
下
、

種
類

ご
と
）
し
て
く
だ
さ

い
。
梱
包
し

て
い
な

い
場
合
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

〔とき〕H月 11日 tD 10:00～
18130

〔ところ〕獅lナ ||あめんぼセンタ
ー (柳川市大字一新Ⅲ丁)
〔内容〕>解雇や出向、配置転
換>賃金の木払いゃ退職金制度
〉社会保険ゃ雇用保険など

〔問合せ〕県筑後労働福祉事務

所 (a30-1034)へ
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〔と
き
）

▼
Ｈ
月
１３
日
⑪

Ｈ
い
ち

ご

・

な
す

。
果
樹
関
係
部
会
、
そ
の
ほ
か
の

野
菜
関
係
部
会

▼
Ｈ
月
１４
日
∞

Ｈ
い
ち

ご

。
花

・
ト

マ
ト

・
キ
ク
部
会
、
農
協

部
会
以
外

※
い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
８
時
半
～
正

午
、
年
後
１
時
～
４
時

（持
込
先
）
農
協
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

（下
北
島
）

〔料
金
〕
昨
年
と
同
額

（農
協
部
会
員

以
外

の
場
合
、
手
数
料
１
０
０
０
円
と

印
か
ん
が
必
要
）

〔問
合
せ
〕
市
農
政
課
農
政
係

（盗
〇

４
１
１
１
内
線
３
３
１
）

ヘ

人
権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
作

口Ш霞辰
　
　
　
　
一

八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、

今
年
度

「人
権

の
花
」
運
動

に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
、
羽
犬
塚
小
学
校
３
年

生
の
作
品
展
を
実
施
し
ま
す
。

（と
き

ｏ
と
こ
ろ
〕

▼
Ｈ
月
１
日
い

～

３。
日
∩

Ｈ
筑
後
郵
便
局

▼
１１
月
２
日
い

～
３。
Ｈ
∩
Ｈ
西
日
本
銀
行
筑
後
支
店

〔展
示
作
品
）
人
権
の
花

「ひ
ま
わ
り
」

の
ス
ケ

ッ
チ
、
人
権

の
花
運
動
を
す
る

羽
犬
琢
小
学
校
３
年
生

⌒９。
人
）

の
写

真
、
ひ
ま
わ
り
の
観
察
ノ
ー
ト

※
児
童
が
収
穫
し
た
ひ
ま
わ
り
の
種
と
、

メ

ッ
セ
ー
ジ
入
り

の
袋
を
差
し
あ
げ
ま

す
（問
合
せ
〕
同
協
議
会

・
塚
本

⌒盆
⑫

４
０
７
６
）

ヘ

秋
の
火
災
予
防
運
動

１１
月
９
日
困
～
・５
日
困

日
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い

國
問
合
せ

市
消
防
本
部

（盗
＠
２
０
２
０
）
へ

減
ら
そ
う
、
一鐘
通
死
亡
事
故

今
年
市
内

で
は
、
交
通
事
故
が
多
発

し
て
お
り
、
す

で
に
８
人

（う
ち
７
人

は
高
齢
者
）
が
亡
く
な

っ
て

い
ま
す
。

例

年
秋

か
ら
年
末

に
か
け

て
、
夜

間

（特

に
夕
暮
れ
時
）
の
交
通
死
亡
事
故
が

増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
次

の
こ

と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
歩
行
者
は
日
立

つ
服
装
や
反
射
材
を

身

に
つ
け
よ
う

り
白
転
車
の
無
灯
火
運
転
は
や
め
よ
う

●
自
動
車
運
転
者
は
、
早
め

に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
よ
う

・■
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
チ

ャ
イ

ル
ド

シ
ー

ト
を
着
用
し
よ
う

（問
合
せ
〕
市
交
通
安
全
対
策
会
議

（市

総
務
課
内
金
０

４
１
１
１
内
線
１
３
０
）

無
料
雇
用
保
険
相
談
室

〔と
き
〕
Ｈ
月
６
日
⑪
午
前
１。
時
～
午

後
４
時

（と
こ
ろ
）
久
留
米
市
役
所
２
階
、
く

る
み
ホ
ー
ル

（久
留
米
市
城
南
町
）

（内
容
〕
▼
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
制

度
▼
育
児
休
業
給
付
制
度
な
ど

（問
合
せ
〕
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（金
０
９
２

・
４
１
４

・
８
７
７
５
）
ヘ

募
集

あ
す
ば
る
フ
ェ
ヌ
タ

参
加
者

〔と
を
）
Ｈ
月
２６
日
０
年
前
Ｈ
時
サ
ン

コ
ア
前
出
発

〔と
こ
ろ
〕
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

「あ
す
ば
る
」
（春
国
市
原
町
）

（内
容
）
▼
基
調
講
演

「新
し
い
歌
を

う
た
お
う
」
Ｈ
作
家

・
鈴
木
光
司
さ
ん

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「家
庭

・
職
場

・
地

域
で

・
・
・
」
な
ど

（参
加
費
〕
無
料

（定
員
〕
２。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
Ｈ
月
２。
日
⑪
ま

で
に
市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

⌒全
０
２

５
１
６
）
ヘ

待

っ
て
い
ま
す

あ
な
た
の
原
稿

人
生
史
サ
ー
ク
ル

「責
椋
の
会
」
で

は
、
１０
号
出
版
を
記
念
し
て
広
く
原
稿

を
募
集
し
ま
す
。
投
稿
さ
れ
た
作
品
の

中
か
ら
数
点
を
、
大
賞
と
し
て
表
彰
し
、

１。
号
記
念
特
集
号
に
掲
載
し
ま
す
。

（課
題
〕
２‐
世
紀
を
つ
く
る
エ
イ
ジ
レ

ス
ラ
イ
フ
ヘ
の
提
言

〔字
数
〕
２
０
０
０
字
以
内

（審
査
委
員
長
）
伝
記
作
家

・
小
島
直

記
さ
ん

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
１２
月
１５
日
④
ま

で
に
、
九
州
大
谷
短
期
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

・
安
保

（〒
８３３

，
Ｏ
０
５
４

大
字
蔵
数
４
９
５
１
１
盗
０
９
９
０
０
）

あ
な
た
の
家
庭
で
子
ど
も
の

幸
せ
を

里
親
制
度

に
は
、
家
庭

に
恵
ま
れ
な

い
児
童
を
、
保
護
者
が
引
き
取
れ
る
よ

う

に
な
る
ま

で
の

一
定
期
間
、
自
分

の
　
　
５‐
一

家
庭

に
預
か

っ
て
育
て
る

「養
育
里
親
」
　

側
一

と
、
養
子
縁
組
を
目
的

に
育

て
る

「養

（次
ペ
ー
ジ

ヘ
）

燦富①ハ0完雰集

市では、平成13年 4月 ～平成14年

3月 の保育園入園児を募集します。引

き続き子どもの入園を希望する人も忘

れずに手続きをしてください。

〔対象〕保護者が仕事や病気で、家庭

での保育が難しい乳幼児

〔申込み〕保育園か福祉事務所にある

中込書に必要事項を書いて、希望する

保育園の受付日 (表参照)に 直接保育

園へ

※日程が合わない人は、H月 13日 (月 )～

30日 lオ にヽ福祉事務所に来てください

〔問合せ〕各保育園の情報など詳しく

は福祉事務所社会福祉係 (a53-4
111内線223)へ

ヽ
ツ

とき 9:30～ 11:30 13:30～ 16:30

11)」

1311(月 ,

筑後二川保育国

(定員60メ、)

松原保育同

(定 員120人 )

1411(カ
占川保育園

(定 員60人 )

筑後保有所

(定員90人 )

1511(刑
あさひ保育同
(定員45人 )

辛輸保育同

(定員90人 )

17日 (a
桜保育所

(定 員60人 )
輝保育闘

(定 貝60人 )

201J(月 )

楠の実保育同

(定員90人 )
宗岳寺保育同

(定 員90人 )

2 H IIカ
椋の実保育 l・ェI

(定員60人 )
水IH幼児園

(定員 120人 )

22111い
船小屋保育際|

(定員 120人 )



″

,鋼H日″自衛隊生徒募集

（前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

子
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。

※
里
親

に
は
、
養
育

に
必
要
な
費
用
や

医
療
費
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
す

（里
親

の
条
件
）

▼
施
設

で
生
活
す
る

児
三
や
家
庭

で
生
活
で
き
な
く
な

っ
た

児
童

に
対
し
て
、
暖
か
い
愛
情

や
理
解

が
あ
る
こ
と

▼
健
全
な
家
庭
生
活
を
営

ん
で
い
る
こ
と

〔申
込
み

。
問
合

せ
〕
福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
係

（金
０

４
１
１
１
内
線
２
２

３
）

ヘ

講
座
。語
習
会

経
理
う

「
ブ
ロ
技
術
講

詢薗
△
ム
　
　
　
　
　
・一

〔と
き
）
来
年
１
月
９
日
∞
～
３
月
５

日
⑪
午
前
１。
時
～
午
後
４
時

⌒全
２‐
日
）

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

（対
象
〕
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

〔内
容
）
日
商
簿
記
検
定
３
級
合
格
を

日
標
と
し
た
講
習
会

（定
員
）
２。
人

（面
接
の
う
え
選
考
）

〔受
講
料
）
無
料

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕
Ｈ
月
１６
日
∩
、

‐７
日
④

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
市

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

（奮
０
２
５
１
６
）

ヘ料
理
講
隆

〈無
料
）

あ
米
を
食
べ
よ
う

市
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
で
は
、

福
岡
県
産
米

”ひ
の
ひ
か
り
“
を
使

っ

た
料
理
講
座

「お
米
を
食
べ
よ
う
」
を

開
き
ま
す
。

〔と
き
）
Ｈ
月
１７
日
④
午
前
１０
時
～
午

後
１
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
ー
階
、
料
理
実

習
室〔内

容
）
米
料
理
の
実
習
と
試
食
会

（講
師
〕
筑
後
高
等
料
理
学
院

・
光
延

恵
美
子
さ
ん
、
吉
田
世
津
子
さ
ん

〔定
員
）
４。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
）
Ｈ
月
１３
日
⑪
ま

で
に
農
政
課
農
政
係

（金
０
４
１
１
１

内
線
３
３
１
）

ヘ

パ

ー
ト

タ

イ

マ
ー
職
業

教
室
　
　
　
　
マ

（と
き
〕
Ｈ
月
２９
日
ｍ
午
後
１
時
半
～

〔と
こ
ろ
〕
広
川
町
中
央
公
民
館

（広

川
町
大
字
新
代
）

（内
容
）
▼
パ
ー
ト
収
入
と
税
金
▼
パ

ー
ト
の
社
会
保
険
加
入
▼
パ
ー
ト
と
労

働
法
規
▼
働
く
心
構
え

〔定
員
〕
６。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
市
商
工
観
光
課

（全
０
４
１
１
１
内
線
２
１
０
囲
０
１

５
８
９
）
ヘ

２
０
〇
一０
労
働
法
セ
ミ

ナ
ー
　
　
一

（と
き
〕
①
口
月
２２
日
い
②
Ｈ
月
２９
日

ｍ
、
い
ず
れ
も
午
後
５
時
半
～
７
時

〔と
こ
ろ
〕
大
牟
田
市
労
働
福
祉
会
館

（大
牟
田
市
大
字
笹
林
）

管
ア
ー
マ
〕
①
最
近
の
労
働
問
題
か
ら

②
働
く
人
の
権
利

（講
師
）
市
川
法
律
事
務
所
弁
護
士

・

市
川
俊
司
さ
ん

〔対
象
〕
２
回
と
も
受
講
で
き
る
勤
労

者
約
５。
人

〔受
講
料
）
無
料

（申
込
み

・
問
合
せ
）
Ｈ
月
１７
日
⑥
ま

で
に
県
筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

（合
⑩

ｌ
０
３
４
回
①
４
５
３
１
）
ヘ

自衛隊では、4年制の自衛隊生

徒を募集します。国家公務員 (特

別職)と して給与、手当を受けな

がら学び、3年修了時には高校卒

業資格が得られます。全員学生舎

で生活し、食費、宿舎料などは無

料です。

(募集人数〕>陸上=約250人 >

海上=約 60人 >航空=約 50人

〔資格〕昭和59年 4月 2日 ～61

年4月 1日 に生まれた人で、中学校

卒業か来年3月 に卒業見込みの人

〔1次試験〕来年 1月 7日 (日 )

〔申込み期間〕11月 6日桐)～来年
1月 5日④

〔問合せ〕福岡地方連絡部八女募

集事務所 (奮 0948-24-5
192)ヘ

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児童相談 毎
週月・火 。木曜日
8:30～ 17:00

福祉事務所
相談室

児童に関する1脳みなど
(家庭児童相談員) 225

福祉事務所

111

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30-17:00

市教育委員
本

いじめ・不登校・学習・進路などの
悩みや心配など  (教育相談員)

学校教 課
金04117

健康に関する

総 合 相 談
毎週金曜日
9:00-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談      (医 師、総婦長等)

市立病院総務課
a07511

の
談

体
相
と
害
心
障

11月 8日囚
13:30～ 16100

福祉事務所
相談室

障害者 (児)やその家族の悩みなど
(社会福祉士)

福祉事務所
lH内線223

心の健康相談
毎週金曜日
13100-16:00

福祉事務所
相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

福祉事務所
a◎41H内線223

婦
談

寡
相
子
庭
母
家 -16:001

毎週水曜日 福祉事務所
相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員 )

福祉事務所
a041H内 線223

補 聴 器 相 談 10:00-12:00
11月 21日山 。11月 22日

福祉事務所
聴覚障害者用の補聴器について相談、
修理など      (指 定業者 )

福祉事務所
盗041H内線223

在 宅 介 護 相 談 (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーゃ看護婦が応じます。
《と き》常時 (土・日曜日、祝日、夜間は施設の看護婦等が対応します)
《ところ。問合せ》筑後市立病院 (a⑦ 1439)、 芳樹園 (ao2511)、 クリーンパルゆう (奮@0630)

(16)

(日 程 は都 合 によ り変 更 され る場 合 が あ ります )



図書宜 だ ょ り
、

一

´

付

う

『日周読者』
ベルソハルト・ンユリツク著

15歳の少年と21歳年上の女性

の切ない恋。彼女の突然の失踪。

彼女が隠していた、いまわしい

秘密とは…。アメリカでも大ベ

ス トセラーを記録した、話題の

物語。

駅の読書のススメ
学Ⅲ

秋

に
な

る
と
、
本

の
葉

の
色
が
さ
れ

い
な
赤

や
黄
色

に
変
わ
り
ま
す
。
寒
く
な

る
と
、
木

に

は
水

や
養
分
が
運
ば
れ
な
く
な

る
た
め
、
葉

の

中

の
葉
緑
素
が
壊
れ
、
隠
れ

て
い
た
黄
色

の
色

素

が
表
面

に
出

て
、
葉

が
黄
色
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
葉

の
中

に
取
り
残
さ
れ
た
糖
分

に
光
が

当
た
り
、
朝
夕

の
温
度
が
下
が
る
と
、
赤

い
色

素

に
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
が
紅
菜

の
メ

カ

ニ
ズ

ム
で
す
。

こ
の
季
節
は
、
見

る
も
良
し
、
食

べ
る
も
良

し
て
ケ

が
、
読
書
を
す

る

に
も
最
適

で
す
。
今

回
は
、

こ
の
季
節

に
ぴ

っ
た
り

の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
を

い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。
Ｊ

・
Ｒ

・
Ｒ

・

ト
ー

ル
キ

ン
の
豊

か
な
想
像
力

か
ら
生
れ
た
、

ホ
ビ

ッ
ト
族

の
冒
険
物
語

『
ホ
ビ

ッ
ト

の
冒
険
』

や

『
指
輸
物
語

１
～
６
』
、
ま
た
彼
独
自

の
フ

)

ジ

ア
ン
タ
ジ

ー
論
を

展
開
す

る

『
木

と
木

の
葉
』

も
あ

り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を

記
録

し
、
今
も
話
題

の

『
ハ
リ
ー
ポ

ッ
タ
ー
と

賢
者

の
石
』

（
Ｊ

・
Ｋ

・
ロ
ー
リ

ン
グ
著

）
な

ど
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽

し
め
る
物

語
が
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

★
お
知
ら
せ

４

月

か

ら

英

字

新

聞

『
司
す
①
　

Ｚ
Φ
＜

＜
〇
↓
声
　

↓
一
ヨ

①
∽
』

を

置

い
て

い
ま
す

。

利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
休
館
日
　
３
日
硼

・
６
日
い

・
１３
日
⑪

・
‐９

日
⑪

。
２。
日
い

。
２３
日
硼

・
２７
日
⑪

☆
中
央
公
民
館
図
書
室

　

奮
∩
⑬
２
１
７
８

盗
回
①
７
２
０
０

)

新刊図書紹介コーナー

〈児童向き〉

サリーとライオン

すみつこのおばけ

loo曽ショップで央笑験

繋暫天慌ズッコヶ病院大事件
拭をえたメ尊 棋歯験
百来のみなさんやさしさをありがとう

く一般向き〉

催眠 特別編
もう少しむこうの空の下へ

日本人の清潔がアブナイ

体脂肪を減らす本

嘘をもうひとつだけ

奇貨居くべし 飛翔編
リサイクル汚染列島

工大生活のススメ

海東青―摂政エ ドルゴンー

素材いろいる手作りのかご

クレア'T'ニユーベリー

武田美穂

学研の科学学習編

那須正幹

C,W・ ニコル

手島悠介

松岡圭祐

椎名誠

藤田紘一郎

浅野次義

東野圭吾

宮城谷昌光

武田邦彦

山崎えり子

井上祐美子

雄鶏社編

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

消費生活相談
毎週月・水・金曜日

8:30-17:00 商工観光課
消費生活に関する苦情など

(消費生活相談員)

商工観光課

金041H内線211

社会保険相談
11月 22日 lttl
10:00～ 15:00

商工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)

久留米社会保険事

務所 金④6191

行 政 相 談
11月 16日 lttl

10100～ 16:00
サンコア
2階会議室

国、公団、公社等に対する苦情・意

見・要望など  (行政相談委員)
企画課
金041H内線152

求 職 相 談
毎週火曜日

10,00～ 16:00
商工観光課

職業について。求人票は常時商工観

光課で公開     (職 業相談員 )
商工観光課

盗041H内線212

無料法律相談
11月 16日困
13:30-16:00

サンコア
1階和室

金銭、不動産、家庭問題など。予約

受付日H月 10日⑥、定員 6人を超え
た場合は抽せん     (弁 護士 )

総務課 (予約 も)

盗041H内線131

レデ ィ ー ス

法 律 相 談

11月 17日 lttl
17:00-19'00

サンコア

2階会議室

続、労働、セクハラ 。 オロ
は女性に限る。電話予約が必要

(女性弁護士)

勤労婦人センター

(予約 も)
金02516

人 権 相 談
11月 3日 m
10:OO～ 15:00

サンコア
2階会議室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員 )

総務課
盆041H内線131

心配ごと相談
毎週木曜日

13:00～ 16:00
総合福祉セ

ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員 )

社会福祉協議会

金②3969

ミ
ｋ
と

★子育て電話相談 金
★教育相談電話  盗

●

掘
削

肥

⊆
一

一

５

５

8574(毎 週火・木曜日 10:00-16
8880   ★福岡県教育ホットライン

00)
a52-4949
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鶴
9月 の
人の動き

人 口 47,393人 (+31人 )
男  22,670人 (+ 2人 )

女  24,723人 (+29人 )
世帯数  14,715戸 (+29戸 )

9月 の
交通事故曇

発生件数  50件 ( 388件 )
負傷者数  63人 ( 475人 )
死亡者数  2人 (  8人 )
※( )内は今年の累計です

鬱
9月 の
火災・救急

出火件数  2件 ( 12件 )

火災損害 1014/iЧ (2314ノ 4」 1)
救急出動  108件 (1073件 )
※( )内は今年の累計です

警
シ
リ
ー
ズ
。
い
ま
同
利
教
育
は
⑩
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■，　
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国
民
的
課
題
。
そ
れ
は

自
分
自
身
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
れ
だ

っ
て
差
別
を

さ
れ

る
と

こ
ろ

に
生
ま

れ
よ
う
と
し

て
生
ま
れ

て
き
た

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
部
落

の
人
た
ち

は
、
差
別

か
ら

の
解
放

を
勝
ち
取

る
た
め

に
今

日
ま

で
必
死

に
努
力
を

し

て
き

て

い
ま
す

。

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
今
な

お
差
別

が
解
消

さ
れ
な

い
で

い
る

こ
と
は
大
変

残
念
な

こ
と

で
す
。

差
別

は
社
会

の
仕
組

み

の
中

に
存
在

し

て

い

ま
す
。
ど
う

い
う

こ
と

か
と

い
う
と
、
日
本

の

社
会

の
中

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
生
み
出
し
、

そ
し

て
残
す
原
因
と
な

る
も

の
が
潜

ん

で

い
る

と

い
う

こ
と

で
す
。
そ

の
典
型
的
な
例

が
部
落

差
別

で
あ

る
と

い
え
ま
す
。
意
識
す

る
、
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず

、
部
落
差
別

が
存
在
す

る
以

上

、
私
た
ち

の
社
会

は

「差
別
社
会
」

で
あ

る

J
▲松原小学校運動会から (本文とは関係ありません )

め

の愛
国民健康保険税

第5期

圏
第

・７
回
野
田
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

（８
月
２６

・
２７
日
、
八
女
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

①
水
洗
少
年
サ

ッ
カ
ｌ
②
松
原
サ
ン
ト

ス
③
筑
後
北
少
年
サ

ッ
カ
ー
、
筑
後
少

と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
す
。

昭
和
４０
年

、
同
和
対
策
審
議
会

の
答
申

に
よ

っ
て

「同
和
問
題

の
解
決

こ
そ
国

の
責
務

で
あ

り
、
同
時

に
国
民
的
課
題

で
あ

る
」

こ
と

が
明

確

に
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
同
和
対
策

事
業

は
、
行
政

の
責
任

で
積
極
的

に
進
め
ら
れ

る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
人
権
尊
重

の
精
神
を

根
付

か
せ
る
た
め

の
同
和
教
育
も
、
世

の
中
を

正
し
く

み
る
物

の
見
方

・
考
え
方
を
深
め
よ
う

と

い
う
形

で
き
ち

ん
と
実
践

さ
れ

る
よ
う

に
な

り
ま

し
た
。

「差
別

の
な

い
社
会
」

、

つ
ま

り
同
和
問
題

の
解
決

は
、
単

に
部
落

の
人
た
ち
だ
け
が
取
り

組
め
ば
実
現
す

る
も

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私

た
ち

一
人

ひ
と
り
が
同
和
問
題
を

正
し
く
認
識

し
、
さ
ら

に
は
自
分
白
身

の
問
題
と
し

て
と
ら

え
、
取

り
組
ん

で

い

っ
て
初

め

て
実
現
す

る
も

の
で
す
。

「同
和
問
題

の
解
決

が
国
民
的
課
題
」
と

い

わ
れ

る
ゆ
え

ん
は
そ

こ
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
旋
用
し
て
い
ま
す
。

□
発
行
　
福
岡
県
筑
後
市
役
所

年
サ

ッ
カ
ー

圃
第
１
０
１
回
囲
碁
大
会

（９
月
１８
日
、
サ
ン
コ
ア
）

▽
Ａ
級
①
江
崎
猛

（秋
松
）
②
中
尾
政
俊

（徳
久
）

③
友
添
文
夫

（馬
間
田
北
）
▽
Ｂ
級
①
池
尻
利
雄

（熊

野
）
②
坂
本
克
己

（和
泉
西
）
③
吉
田
日
出
生

（若

菜
）
▽
Ｃ
級
①
門
田
禎

一
郎

（新
満
）
②
江
口
勝

⌒江

口
）
③
白
石
勝
恵

（二
本
松
）

囲
第

４３
回
県
民
体
育
大
会

（９
月
２４
日
、
嘉
穂
町
総

合
運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
か
）
Ｈ
市
内
関
係

〔陸
上
競
技
〕

▽
走
り
高
跳
び
青
年
男
子
①
宮
崎
和

弘

（水
田
下
）

▽
走
り
幅
跳
び

マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
①

角
満
歳

（藤
島
）

▽
同
青
年
女
子
②
中
村
仁
美

（上

原
々
北
）

▽
砲
丸
投
げ
青
年
男
子
③
大
久
保
満

（鶴

田
）

▽
同

マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
③
中
村
嘉
男

（上
原
々

北
）

▽
５
０
０
０
‐ヽメ
里

般
男
子
②
人
部
勝
寿
彦

（和

泉
西
）

〔弓
道
〕
近
的

一
般
男
子
③
筑
後
市

〔バ
レ

ー
ボ
ー
ル
〕

一
般
女
子
③
筑
後
市

□
印
刷
　
　
帥
　
ヒ
　
ガ

□
紅
集
　
総
務
部
企

ＩＨ‐―
課

⑤欝⑮
り
夢
が
衛

ンヽ
　
印
　
刷

盆
①
４
１
１
１

感11月 のこよみ
日 曜 行 事

2 木 民生委員会

3 祝
文化の日◆市民ハイキン
グ

5 || 3Cフ ェスタ
6 農業委員会

7 火 (立冬 )

9 木 全 l十J火災予防運動

10 金
市民文化祭 (～ 12日 )◆
幼年消防クラブ大会

11
クリーン作戦・花づ くり

(重点 :下妻校区 )

15 水 (七五三 )

18 f上
絣の里巡 りin筑後 (～ 19
日)

20 ,I 行政区長会

22 水 (小雪 )

23 祝 勤労感謝の日

25 文化財ウォークラリー
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